エジプト -- スィースィー政権の描く将来像 (特集 中東地域の現実と将来展望 -- 「アラブの春」を越えて) by 土屋 一樹
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課題は、経済の再建と成長である。エジプト経済は「アラブの春」による政治混乱を機に減速し 現在まで不安定な経済状況が続いている（図１） 。経済再建は国民の最大の関心 あり、政権にとっても明確な成果を求められる重要課題
図 1　GDP成長率と一人あたりGDP成長率
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11 アジ研ワールド・トレンド No.256（2017. 2）
となっている。　
経済再建に向け、スィースィー









ースィー政権は 外国政府首脳や外国企業幹部を招いて「エジプト経済開発会議」 （ＥＥＤＣ）を開催した。一〇〇カ国以上から二〇〇〇人を超える参加者を集めた同会議において、政権は「五カ年マクロ経済戦略」 「持続的開発戦略 ：エジプト ・ ビジョン二〇三 暫定版） 、および五〇件の大型インフラ計画を発表した。中長期的な開発方針と具体的なインフラ開発計画を提示することで、有望投資先としてエジプトをアピールし、海外からの投資を呼び込むための会議だった。三日間の会議で 外国企業から総額一〇〇〇億ドルを越える投資の意向が表明された。　
長期開発戦略としてＥＥＤＣで
暫定版が発表された「持続的開発戦略：エジプト・ビジョン二〇
〇」 （以下、 ビジョン二〇三〇）は、昨年二月に正式版が公表された。そこでは、経済、社会、環境の三分野計一〇部門 ついて、二〇三〇年までの開発方針と数値目標を定めている（表１） 。　
ビジョン二〇三〇は、包摂的発
展と地域開発をキーワードに、社会公正の実現、格差の是正、生活水準の向上、競争力の強化といった上位目標を掲げている。そして一〇部門それぞれについて、二〇三〇年までの達成目標 課題、計画を列挙し、計一六九項目の数値目標を設定し 。多くは従前の政策を踏襲したものであるが、数値目標を示すことで、二〇三〇年の到達地点 明確にしている　
ビジョン二〇三〇で示された開
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